
第５３回 原子力建築運営委員会 議事録 

 

日 時：2026年 6月 10日（水）10:00～10:30 

場 所：Microsoft Teamsによるオンライン会議 

出席者：（敬称略）下線は欠席者 

委 員：北山（主査：都立大），瀧口（東京科学大），尾崎（幹事：中部電），前田（東北

大），楠（東大），丸山（東大），杉岡（東電），綱嶋（関電），小川（原電），髙橋

（北海道電），相澤（東北電），徳田（北陸電），落合（中国電），小川（四電），

打越（九電），佐藤（電発），棟方（原燃），日野（大林），紺谷（鹿島），大橋

（清水），猪野（大成），前中（竹中） 

 

議事 

1．前回議事録の確認 

尾崎幹事より，前回議事録（案）の説明があり，承認された。 

 

2．運営委員会の活動について 

2.1 本年度の活動 

尾崎幹事より，委員変更およびスケジュールについて説明があった。 

 

2.2 原子力関連学協会規格類協議会（以下，三学協会連絡会） 

北山主査より，三学協会連絡会の状況についてご報告があり，名古屋大学の山本先生を

中心として規格類協議会のステートメント改定案の作成と修文がなされ，上位の委員会で

発出する流れとなるとのことであった。 

 

3．各小委員会の本年度活動状況について 

3.1 RC-N規準改定小委員会 

綱嶋委員（小委員会委幹事）より，RC-N規準改定に関する説明がなされた。12/10午後

に講習会が予定されている旨説明された。 

RC-N規準改定における定着長さの質問回答に対し，ご質問者の意図を踏まえ壁筋の場

合ということを追加した方が良い。また，RC造配筋指針と RC-N規準との整合について

も考慮しておいた方が良い（北山主査）。 

当小委員会は今年度末で区切りがつく。新たな小委員会を立ち上げる場合，10月に申請

する必要がある。来年度以降の活動の方向について整理した方が良い（北山主査）。 

 

3.2 原子力建築維持管理小委員会 

尾崎幹事（小委員会幹事）より活動状況の報告がなされた。原子力施設における維持管

理指針・同解説の 2030年度改定を目指しており，浜岡廃炉コンクリート研究や海外の知

見，地震後健全性評価による知見の反映方法について検討していく旨説明があった。 



 

4．その他（次回、次々回予定） 

次回は 10月上旬頃，次々回は 3月上旬頃を候補として調整する。 

 以 上 


